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１ がん患者等への医療・療養支援について （４０分） 

 

 近年、日本では高齢化が進むのに伴い、がんをはじめとする重い

病気と向き合いながら生活を送る方が増えています。国立がん研究

センターでは、生涯のうちにおよそ 2人に 1人が、がんと診断され

ると推計しており、がんは決して特別な病気ではなく、誰もが直面

する可能性のある身近な病気となっています。 

一方で、がんは高齢者だけの病気ではありません。働き盛りの世

代や子育て世代など、若年・壮年期にがんを発症する方も少なくな

く、治療と仕事の両立、子育て、家族への影響、経済的負担など、

高齢者とは異なるさまざまな課題を抱えています。また、小さなこ

どもを持つ家庭では、本人だけでなく家族全体の生活が大きく変化

することから、医療だけでなく福祉や地域による支援も重要になっ

ています。 

医療技術の進歩により、がんは「不治の病」から「治療を続けな

がら生活する病気」へと変化しつつあります。そのため、病気を治

療するだけでなく、身体や心の苦痛を和らげ、患者本人とその家族

の生活の質、いわゆる QOLを維持・向上させる緩和ケアの重要性が

ますます高まっています。しかし、現在でも「緩和ケアは人生の最

終段階に受けるもの」、「治療を諦めた人のための医療」といった

誤解は少なくありません。本来、緩和ケアはがんと診断された時か

ら必要に応じて治療と並行して受けることが推奨されており、その

正しい理解を広めることが求められています。 

また、人生の最終期を迎えるに当たり、「住み慣れた地域や自宅

で最期まで過ごしたい。」と希望する方は多い一方で、「ご家族な

どに負担をかけたくない。」と施設への入院を希望される方もいる

ようです。しかし、緩和ケア病棟やホスピスなどの専門施設は限ら

れており、地域によっては離れた地域への入院を余儀なくされるケ

ースもあるようです。そのため、病院だけではなく、在宅医療や訪

問看護、介護サービス、地域包括支援センターなどが連携し、患者

や家族を地域全体で支える体制づくりがますます重要となってい

ます。 
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国は「第 4 期がん対策推進基本計画」において、診断時からの緩

和ケアの推進や、患者と家族への支援、さらには人生の最終段階に

おける医療やケアについて本人の意思を尊重する「人生会議（ACP）」

の普及を重点施策として掲げています。こうした国の方向性を踏ま

えると、行政の支援には、限界もあると考えますが、市民への正し

い情報提供や相談体制の充実、医療・介護・福祉の連携強化など、

地域で安心して療養できる環境づくりが求められているのではない

でしょうか。 

そこで今回は、誰もが住み慣れた地域で自分らしく安心して暮ら

し続けられるまちづくりを目指す観点から、がん患者とその家族へ

の支援、緩和ケアに関する市民への普及・啓発、人生の最終段階に

おける医療・ケアへの備えについて質問いたします。 

 

（１）相談体制の現状について 

（２）介護保険サービスにおける訪問看護・訪問介護の現状につい 

  て   

（３）要介護認定を受けるまでの流れについて 

（４）AYA世代への支援について 

（５）若年者へのターミナルケアについて 

（６）緩和ケアやホスピスなどの施設の現状について 

（７）「結び帳」や「私の意思表示帳」の使用状況について 

 

 


